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那
珂
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
郷
土

の
発
展
の
姿
を
理
解
す
る
一
助
と
し
て
平

成　

年
度
に
『
那
珂
町
の
村
絵
図
』
を
刊

１３
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
た
「
村

絵
図
」
は
、
水
戸
藩
の
検
地
事
業
が
終
了

し
た
後
に
、
村
ご
と
の
「
検
地
帳
」
と
と

も
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
中
で
も
、
村
全
体
を 
鳥  
瞰 
し
た
も
の

ち
ょ
う 
か
ん

は
当
時
の
村
域
を
理
解
す
る
上
で
大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。
絵
師
は
、
専
門
家
は
も

ち
ろ
ん
絵
心
の
あ
る
庄
屋
た
ち
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
村
で
は
２
部
作
成
し
、
１
部

は
藩
へ
提
出
し
、
残
り
は
庄
屋
な
ど
村
役

人
の
も
と
に
保
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
先
の
刊
行
後
に
見
出
さ
れ

た
「
東
木
倉
村
絵
図
」（
根
本
喜
代
寿
氏

所
蔵
）
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。「
天
保
改

正
」・「
東
木
倉
村
図
」
と
赤
筆
で
記
さ
れ

軸
装
さ
れ
た
も
の
で
、
検
地
事
業
が
終
了

し
た
後
の
天
保　

年
（
１
８
４
３
）
か
ら

１４

嘉
永
３
年
（
１
８
４
９
）
頃
に
か
け
て
作

成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
絵
師
の

照
沼
貞
斎
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
木
倉
村
全

体
が
具
体
的
に
色
彩
豊
か
に
明
瞭
に
描
か

れ
て
お
り
、
当
時
の
村
域
の
様
子
を
知
る

上
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
根
本
家
の

先
祖
根
本
半
次
衛
門
徳
廣
は
庄
屋
役
と
し

て
検
地
に
参
画
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を

今
日
ま
で
保
存
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
根
本
家

に
感
謝
い
た
す
と
こ

ろ
で
す
。
以
下
、
こ

の
絵
図
に
描
か
れ
た

東
木
倉
村
を
鳥
瞰
し

て
み
ま
す
。

「東木倉村絵図」

　

当
時
、
那
珂
川
対
岸
の
袴
塚
村
か
ら
那

珂
台
地
へ
向
か
う
に
は
、
万
葉
集
に
も
詠

わ
れ
た
「 
曝
井 
」
の
あ
る
「
滝
坂
」
を
下

さ
ら
し
い

り
、
那
珂
川
の
「
中
河
内
の
渡
し
」
を
渡

り
、
中
河
内
村
の
鹿
島
神
社
を
過
ぎ
、
田

圃
の
中
道
を
那
珂
台
地
へ
と
向
か
う
。
ま

た
、
台
渡
村
か
ら
は
現
茨
城
大
学
裏
手
通

り
の
小
岩
井
坂

を
下
り
「
中
河

内
」
あ
る
い
は

「
国
田
の
渡
し
」

を
渡
っ
て
東
へ

向
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

東
木
倉
村
下
の
小
場
江
用
水
路
を
渡
る

と
道
路
は
左
右
に
分
か
れ
る
。
右
方
へ
行

く
と
左
手
に
上
溜
池
・
下
溜
池
が
見
え
る
。

い
つ
頃
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
史

料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
小
場
江
用

水
が
造
ら
れ
る
前
の
水
源
と
さ
れ
た
も
の

小
場
江
用
水
路
か
ら
庚
申
坂
へ

小
場
江
用
水
路
か
ら
庚
申
坂
へ「国田の渡し」跡地

で
あ
ろ
う
。
下
溜
池
の
南
端
と
２
つ
の
溜

池
の
境
界
、
さ
ら
に
上
溜
池
の
上
方
に
と

３
箇
所
以
上
に
水
車
が
回
っ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
溜
池
の
西
側
台
地
に
は
、
現
在

円
墳
が
１
つ
あ
り
、
墳
丘
の
裾
地
に
文
化

３
年
（
１
８
０
６
）
の
如
意
輪
観
音
石
仏

や
古
人
の
墓
碑
が
見
ら
れ
る
。
廃
寺
（
那

珂
西
村
真
言
宗
勝
幢
院
末
寺
の
常
福
院
）

の
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
墳
は
単
独
で

存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
当
然
近
く
に
住

居
群
を
伴
う
。
那
珂
川
水
系
を
利
用
し
た

先
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
も
あ
る
。

　

一
方
、
左
方
へ
上
る
と
、
途
中
の
右
手

に
元
の
細
い
道
が
か
す
か
に
見
え
る
。
こ

こ
の
坂
は
庚
申
坂
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い

う
。
た
し
か
に
、
明
和
元
年
甲
申
（
１
７

６
４
）
の
庚
申
石
仏
（
上
半
身
欠
損
、
天

保
期
に
廃
仏
と
し
て
破
壊
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
）
と
文
政　

年
（
１
８
２
７
）
の
二

１０

十
三
夜
供
養
石
塔
が
残
っ
て
い
る
。

「東木倉村絵図」に描かれている
那珂川水系付近と、その住居群

庚申石仏
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さ
ら
に
上
が
る
と
後
藤
家
の
墓
所
が
あ

り
、
徳
川
斉
昭
時
代
に
郷
士
と
し
て
追
鳥

狩
な
ど
の
軍
事
訓
練
に
参
加
し
た
後
藤
信

之
丞
や
、
村
長
・
県
会
議
員
と
し
て
活
躍

し
た
後
藤
武
彦
、
そ
の
子
ど
も
で
純
真
な

生
徒
思
い
の
青
年
教
師
と
し
て
教
育
の
改

革
や
農
村
改
革
を
目
指
し
て
奔
走
し
た
國

彦
・
信
彦
兄
弟
ら
も
眠
っ
て
い
る
。
坂
を

上
り
き
る
と
宿
へ
出
る
。
宿
通
り
の
直
線

の
道
路
は
福
田
村
へ
通
じ
る
主
要
街
道
、

太
田
方
面
を
目
指
す
人
々
の
往
来
も
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

後藤國彦

後藤信彦
（『那珂町史』より）

後藤信之丞が追鳥狩に出陣した記録のある
信之丞筆「天保１１年『御用留』」、後藤太氏蔵

　

宿
並
の
東
側
に
は
郷
士
で
庄
屋
役
を
務

め
た
後
藤
家
が
あ
る
（
絵
図
に
は
特
に
青

系
で
描
か
れ
て
い
る
）。
後
藤
家
の「
屋
敷

図
」
に
よ
る
と
、
通
り
に
沿
っ
て
南
か
ら

は
土
塁
が
築
か
れ
、
そ
の
内
側
に
は
庭
木

が
並
木
植
え
さ
れ
て
い
た
。
北
か
ら
は
板

塀
が
張
ら
れ
、
そ
の
内
側
に
も
同
じ
く
並

木
植
え
が
な
さ
れ
両
方
の
間
に
は
扉
を
つ

け
た
大
き
な
腕
木
門
が
あ
っ
た
。
奥
に
は

天
保
の
飢
饉
に
際
し
て
、
藩
命
を
受
け
雇

用
対
策
の
一
つ

と
し
て
建
て
ら

れ
た
防
火
用
二

重
壁
造
り
の
大

き
な
米
倉
が
今

で
も
残
っ
て
い

る
。

後
藤
家

後
藤
家

後藤家の米倉

　

そ
の
北
方
に
は
鎮
守
吉
田
神
社
が
あ

る
。
元
は
八
幡
神
社
で
あ
っ
た
が
徳
川
光

圀
の
八
幡
改
め
に
よ
り
改
称
さ
れ
た
。
境

内
に
は
市
指
定
天
然
記
念
物
の
老
木
「
つ

ば
き
」
が
あ
る
。
明
治
の
初
期
、
廃
仏
毀

釈
政
策
に
よ
り
清
水
寺
が
清
水
神
社
に
、

寺
の
境
内
の
弁
財
天
が
厳
島
神
社
と
改
め

ら
れ
た
が
、
清
水
寺
再
興
の
後
は
こ
の
神

社
境
内
に
寄
宮
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
石
尊
大
権
現
不
動
明
王
の
石
塔

〈
安
永
５
年
（
１
７
７
６
）
と
享
和
２
年

（
１
８
０
２
）〉
も
あ
る
。
相
模
国
（
神
奈

市指定天然記念物
「つばき」

川
県
）
大
山
神
社
（
石
尊
宮
、
雨
降
山
）

参
り
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
神
社
前
の
道
を
東
へ
下
り
る
と
宮
前

溜
池
が
あ
る
。
湧
水
池
の
た
め
、
常
に
一

定
温
度
で
あ
り
、
村
人
は
よ
く
「
種
籾
」

を
浸
し
て
芽
出
し
を
し
て
い
た
と
い
う
。

　

神
社
の
西
方
、
街
道
の
西
側
に
見
え
る

大
き
な
「
曲
が
り
屋
」
が
庄
屋
を
務
め
た

根
本
家
で
あ
り
、
後
の
衆
議
院
議
員
根
本

正
の
生
家
で
あ
る
。
半
二
階
は
養
蚕
業
な

ど
の
作
業
場
と
な
っ
て
い
た
。
根
本
正

が
、
幼
少
か
ら　

歳
ま
で
の
多
感
な
少
年

１２

時
代
を
過
ご
し
た
故
郷
、
こ
れ
ら
周
囲
の

環
境
は
様
々
な
体
験
を
通
し
て
逞
し
い
身

体
と
豊
か
な
精
神
力
を
育
ん
で
い
っ
た
様

子
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。

根本正
（『根本正伝』より）

　

根
本
正
は
学
問
に
志
し
、
米
国
留
学
を

果
た
し
て
国
政
に
参
加
し
、
未
成
年
者
の

禁
酒
禁
煙
法
や
義
務
教
育
の
無
償
化
な
ど

の
教
育
改
革
や
世
界
平
和
へ
の
実
現
お
よ

び
水
郡
線
の
敷
設
な
ど
に
尽
力
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
が
、
根
本
家
を 
嗣 
い
だ
兄
東

つ

之
介
徳
壽
も
学
問
へ
の
意
欲
が
高
く
筆
記

を
よ
く
し
た
。
孫
の
勉
を
励
ま
す
た
め

に
、
維
新
前
史『
桜
田
義
挙
録
』（
雪
の
部
）

を
写
し
て
「
国
ノ
為
ニ
身
ヲ
捐
（
す
つ
）

ル
ハ
是
ヲ
仁
ニ
本
ヅ
ク
」と
義
挙
を
称
え
、

さ
ら
に

　

右
、
維
新
前
史
櫻
田
義
挙
録
三
巻
の

内
、
雪
の
部
水
戸
烈
公
斉
昭
の
君
の
北
海

道
開
拓
の
請
願
、
及
び
蝦
夷
地
経
営
に
関

す
る
件
を
抜
写
す
。

　

目
も
心
も
労
し
て
筆
を
留
る　
　

　
　
　

時
年
八
十
歳　

根
本
東
之
介　

印

　
　
　

大
正
五
年
十
月

　
　
　

天
保
八
丁
酉
四
月
生　

徳
壽　

印

と
記
し
て
、
そ
の
著
の
中
に
流
れ
る
水
戸

藩
主
従
の
精
神
を
体
得
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

維新前史『桜田義挙録』
（雪の部、根本喜代寿氏所蔵）

根
本
家

根
本
家
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さ
せ
た
い
と
し
た
が
、
弟
与
重
は
そ
れ
で

は
田
畑
が
一
層
少
な
く
な
っ
て
苦
労
・
難

渋
す
る
の
み
と
断
り
、
兄
弟
夫
婦
仲
良
く

父
母
に
孝
行
を
尽
く
し
て
農
業
に
精
を
出

し
た
。
天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
７
月
、

孝
子
・
節
婦
・
力
行
を
奨
励
し
て
い
た
６

代
藩
主
徳
川 
治  
保 
（
文
公
）
は
、
こ
の
父

は
る 
も
り

子
に
金
子
若
干
貫
を
与
え
て
表
彰
し
た
。

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
５
月
、
那
珂
郡

長
の
丹
誠
は
兄
弟
の
徳
を
偲
び
撰
文
を
記

し
、
地
域
住
民
と
と
も
に
頌
徳
碑
を
建
立

し
た
。
こ
の

地
域
に
は
、

純
朴
・
徳
行

の
農
民
た
ち

が
い
た
の
で

あ
る
。

　

街
道
が
下
り
始
め
る
左
手
の
台
地
上
に

根
本
家
の
墓
所
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
根
本

正
の
祖
先
・
祖
父
母
や
両
親
が
眠
る
。
根

本
正
の
最
愛
の
長
男
美
倫
も
眠
り
、
正
自

身
も
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
眠
っ
て
い
る
。

正
・
美
倫
父
子
を
顕
彰
す
る
立
派
な
碑
が

今
日
の
ふ
る
さ
と
の
繁
栄
を
見
つ
め
て
い

る
。

清
水
寺

清
水
寺

　

街
道
に
沿
っ
て
一
旦
下
が
っ
て
ま
た
上

が
る
左
手
に
、
松
林
に
囲
ま
れ
た
清
水
寺

（
本
尊
白
衣
観
音
）
が
あ
る
。「
清
水
の
観

音
様
」
と
し
て
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

　

境
内
下
段
に
は
湧
水
豊
か
な
清
水
池
に

弁
財
天
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
脇
に
は

大
き
な
山
門
が
あ
り
、
手
前
に
も
お
堂
が

見
え
る
。
池
か
ら
流
れ
出
る
水
量
は
か
な

り
の
も
の
と
見
え
る
。
こ
の
水
は
、
周
辺

の
田
圃
を
潤
す
と

と
も
に
下
方
の
溜

池
に 
溜 
め
ら
れ
、

た

さ
ら
に
溜
池
の
下

を
流
れ
て
い
る
小

場
江
用
水
路
に
入

り
、
用
水
路
の
水

と
相
ま
っ
て
下
方
の
田
圃
に
流
れ
出
て
豊

か
な
稔
り
を
も
た
ら
す
。
溜
池
下
へ
く

ね
っ
て
い
た
小
場
江
用
水
路
は
、
現
在
は

直
線
路
に
据
え
変
え
ら
れ
て
い
る
。
鎮
守

吉
田
神
社
の
秋
の
祭
礼
に
は
、
収
穫
を
終

え
た
下
方
の
村
人
が
お
礼
の
奉
納
米
を

も
っ
て 
陸  
続 
と
集
っ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。

り
く 
ぞ
く

　

清
水
池
前
の
石
段
を
登
る
と
、
正
面
に

２
層
建
て
の
本
堂
・
観
音
堂
が
眼
前
に
迫

る
。
廻
り
に
は
庫
裏
そ
の
他
の
堂
宇
も
３

棟
見
え
る
。
徳
川
光
圀
は
明
の
高
僧
心
越

禅
師
に
師
事
し
、
禅
師
の
弟
子
呉
曇
を
し

て
開
か
せ
た
寺
で
あ
る
だ
け
に
、
勇
壮
華

麗
な
伽
藍
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
深
淵
幽
玄
な
境
内
・
伽
藍
と 
滾 こん

 
 々
と
湧
き
出
る
清
水
の
流
れ
に
接
し
た
参

こ
ん詣

者
に
は
、
ま
さ
に
「
京
都
の
清
水
」
の

思
い
と
し
て
こ
の
観
音
堂
が
迫
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
清
水
寺
も
、
大
正
７
年
（
１
９
１

８
）、
大
正　

年
（
１
９
２
３
）
の
２
度
の

１２

火
災
に
よ
り
一
変
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
な
お
、
境
内
に
は
宝
永
３
年
（
１

７
０
６
）
に
建
立
さ
れ
た
那
珂
市
内
最
古

の
石
仏
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
立
像
が
あ
る
。

　

現
在
、
清
水
池
か
ら
下
溜
池
ま
で
一
帯

は
「
清
水
洞
の
上
公
園
」
と
し
て
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

清水池

　

こ
の
寺
の
先
は
福
田
村
へ
向
か
う
が
、

そ
の
辺
り
は
「
清
水
原
」
と
呼
ば
れ
た
平

地
林
で
、
水
戸
藩
の
軍
事
訓
練
場
で
も

あ
っ
た
。（
以
下
は『
水
戸
紀
年
』に
よ
る
）

○
享
保
３
年
（
１
７
１
８
）
正
月

公（
綱
条
）今
月
後
台
下
野
山
に
田
猟
す
。

○
文
化　

年
（
１
８
１
７
）
４
月

１４

本
城
及
び
清
水
原
・
仙
波
原
陣
法
調
練
、

歳
時
怠
る
こ
と
な
し
。

○
文
政
２
年
（
１
８
１
９
）
３
月

清
水
原
田
猟
、
鹿
二
頭
を
獲
た
り
。

○
文
政
８
年
（
１
８
２
５
）　

月　

日

１１

１９

江
戸
浪
人
山
田
勇
衛
門
、
城
北
清
水
原

に
於
い
て
銃
術
打
ち
あ
り
。

○
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
３
月

９
代
藩
主
烈
公
斉
昭
帰
国
。
在
国
中
鷹

場
と
し
て
あ
て
ら
れ
た
７
カ
村
は
武
田

村
・
堀
口
村
・
市
毛
村
・
津
田
村
・
中

台
村
・
東
木
倉
村
・
西
木
倉
村

　

ま
た
、『
水
府
志
料
』
に
は
「 
秣  
野 
」

ま
ぐ
さ 

の

（
馬
な
ど
の
牧
草
地
）
と
し
て　

町
歩
余

１７

り
、
中
台
・
東
木
倉
・
西
木
倉
・
豊
喰
な

ど
大
方
は
入
合
の
地
で 
曠  
野 
な
り
、
こ
れ

こ
う 

や

ら
す
べ
て
を
清
水
原
と
い
う
と
あ
る
。

　

清
水
原
の
一
画
に
後
台
野
中
地
区
が
あ

る
。
こ
こ
に
利
兵
衛
が
息
子
「
善
重
・
与

重
」
の
孝
行
兄
弟
が
い
た
。
父
の
利
兵
衛

は
誠
実
・
順
法
精
神
が
高
く
子
供
の
養
育

に
も
精
励
し
た
。
父
の
病
後
、
長
子
の
善

重
は
父
の
意
向
を
察
し
て
弟
与
重
に
新
宅

清
水
原
と
善
重
・
与
重
の
碑

清
水
原
と
善
重
・
与
重
の
碑

頌徳碑

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

古
文
書
な
ど
史
料
を
保
存
し
継
承
す
る

こ
と
は
、
先
人
の
足
跡
へ
の
敬
意
で
あ
り

子
孫
繁
栄
へ
の
期
待
で
も
あ
り
ま
す
。
芭

蕉
の
門
人
向
井
去
来
の
句
「
元
日
や
家
に

ゆ
ず
り
の
太
刀 
帯 
か
ん
」
の
よ
う
に
、
正

は

月
を
迎
え
て
、
各
家
の
伝
統
と
誇
り
を
見

出
し
、
先
祖
の
徳
へ
の
畏
敬
・
継
承
の
念

を
意
識
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

を
機
会
に
さ
ら
に
他
地
区
の
村
絵
図
が
発

見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

根本家墓所にある
顕彰碑

「東木倉村絵図」に
描かれた清水寺周辺


